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護科： 2年課程 113人， （回収率は100%）を対
象に自我状態（エゴグラム）と基本的な構え (0
Kグラム）を調査した。
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図 3 0 Kエゴグラム（第一看護科）
(Uは他者 1は自已 ＋は1¥定ーは否定を示す）
な構えを示す0K . Positionsを示した OKグ
ラム）であり， エゴグラムを数値で示したのか，
表 1であ る 。逗り應りR厄◎ ⑱◎とも
表 1 エゴグラム（第一看護科）
学¥年標準偏差＼'， 
CP  N P  
＾ 
FC  AC  
平 均 饒 4 5. 8 6 53 09 43 8 9 5 5 13 5 5 4 3 
1学 1・・・・・・・・・・ 
墨儡 8. 1 0 1. 14 I 0. 2 0 6 4 5 9 29 
平 均 饒 n 62 5 0. 7 3 4 7. 6 4 5 4 7 5 5 5 6 4 
2学年
四 儡 差 I 0. 9 8 9. 3 6 IO 2 0 6. I 5 7. 6 6 
平 均 値 (6. 6 8 4 9 6 8 4 3. 3 8 5 4. 9 8 5 4. 4 9 
3学


















































ても，⑰ ⑱ R ⑲ ⑩とも，ほぼ
同じ傾向のエゴグラムを示しており，有意差は




























図 4 0 Kエゴグラム（第二看護科）
みられなかった。 エゴグラムの型 としては， 1 











平：こ CP NP A FC AC 
1学 年 54 17 9 8 9 30 4 37 5 
第
2学 年 14 5 3 6 10 9 29 I 41 8 
看
餞 3学 年 8 5 6 4 2 I 42 6 40 4 
科
平均 9 5 9 5 7 6 33 5 39 9 
第 1学 年 6 8 8 5 51 28 8 50 8 
看 2学 年 74 20 4 11 I 35 2 25 9 
l 




























自己肯定•他者肯否型 （ ＋ー）， 自己否定•他者




（＋ー） I— + ) (--I 
30 4 8 9 34 2 26 6 
25. 7 8 8 31 9 33 6 
28 4 8 9 332 29 5 
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±),← ） の 型別に，それぞれのエゴグラムを
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図 8 0 Kグラムの型別エゴグラム
（第二看護科）
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